
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

３
月
４
日
、
日
本
共
産
党
の
根
本
み
は
る
市
議
は
、

３
月
市
議
会
の
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
そ
の
①
」
と
し
て
、
前
半
を
紹
介
し
ま
す
。 

受
け
る
権
利
を
基
本
理
念
と
す
る

国
際
的
な
最
低
基
準
）
に
沿
っ
て
、

『
避
難
所
だ
か
ら
我
慢
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
』
と
い
う
意
識
を
変

え
、
具
体
的
に
は
、
避
難
所
の
ト

イ
レ
の
比
率
を
男
女
１
：
３
に
す

る
な
ど
、
運
営
に
生
か
す
」
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
避
難 

Ｑ
介
護
や
医
療
が
必
要
な
高
齢
者

、
障
が
い
者
の
方
に
は
、
避
難
所

で
の
長
期
に
わ
た
る
生
活
で
心
身

の
状
態
の
維
持
の
た
め
に
は
特
別

の
配
慮
、
専
門
職
の
支
援
が
必
要

で
す
。
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の

避
難
が
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

の
か
。 

Ａ
「
大
規
模
災
害
発
生
が
発
生
し

た
際
に
は
、
ま
ず
は
命
を
守
る
行

動
と
し
て
高
齢
者
や
障
が
い
者
を

含
む
す
べ
て
の
人
が
、
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
自
宅
で
の
安
全
確
保
に
支
障

が
あ
る
場
合
に
は
、
市
が
指
定
す

る
緊
急
避
難
場
所
等
に
避
難
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。 

被
災
状
況
に
よ
り
、
避
難
生
活
の

長
期
化
が
見
込
ま
れ
る
場
合
で
、

高
齢
や
障
が
い
等
に
よ
り
、
配
慮

が
必
要
な
場
合
に
は
、
避
難
場
所

と
な
っ
て
い
る
施
設
の
空
き
部
屋

を
活
用
し
て
避
難
者
の
ゾ
ー
ン
分

け
を
行
う
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、

女
性
の
視
点
を
生
か
し
た 

対
策 

Ｑ
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
対
策

と
し
て
、
自
主
防
災
会
等
に
女
性

の
積
極
的
な
配
置
等
、
女
性
の
視

点
を
生
か
す
考
え
は
。 

Ａ
「自
主
防
災
会
に
は
、 

女
性
の
各
訓
練
へ
の

参
加
や
、
組
織
役
員

へ
の
登
用
を
お
願
い

し
て
お
り
、
現
在
、

１
８
団
体
２
０
名
の

女
性
役
員
が
登
用
さ

れ
、
そ
の
う
ち
、
６

団
体
で
は
女
性
が
会

長
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。 

令
和
４
年
度
か
ら
、
新
た
に
『
豊

田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会

』
の
石
田
座
長
に
豊
田
市
防
災
会

議
委
員
に
就
任
い
た
だ
き
、
令
和

５
年
度
は
『
防
災
の
カ
ギ
は
女
性

の
参
画
』
を
テ
ー
マ
に
避
難
所
で

助
成
が
直
面
す
る
問
題
等
に
つ
い

て
、
講
義
を
頂
く
な
ど
、
女
性
の

視
点
を
い
か
し
た
防
災
施
策
へ
の

取
組
を
推
進
。」 

 

根
本
市
議
は
「
自
主
防
災
会
の
役

員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
男
性

と
同
じ
人
数
に
ま
で
増
や
せ
る
よ

う
、
参
加
し
や
す
い
改
善
と
、
あ

わ
せ
て
『
ス
フ
ィ
ア
基
準
』（
尊
厳

あ
る
生
活
を
営
む
権
利
、
支
援
を

 

能
登
半
島
地
震
か
ら
２
か
月
余
り
が
過
ぎ
ま

し
た
。
１
万
人
以
上
の
方
が
避
難
所
で
先
の
見
え

な
い
不
安
を
抱
え
、
１
日
も
早
い
住
ま
い
と
生
業

の
再
建
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
の
適
応
地
域
や
内
容
の
拡
充
を
巡
り
、
国

の
責
任
が
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

障
が
い
等
の
特
性
に
あ
っ
た
対
応

を
取
っ
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。 

加
え
て
、
市
は
、
市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
が
い
者
の
入

所
施
設
な
ど
と
、
避
難
場
所
と
し

て
活
用
す
る
た
め
の
協
定
を
結
ん

で
お
り
、
避
難
者
の
心
身
状
況
に

応
じ
て
、
福
祉
施
設
と
も
連
携
し

た
対
応
を
行
っ
て
い
く
。」 

 

根
本
市
議
は
「
災
害
時
、
福
祉
避

難
所
と
し
て
高
齢
の
方
や
障
が
い

の
方
の
受
け
入
れ
が
で
き
る
た
め

に
、
施
設
職
員
の
安
定
的
な
確
保

の
た
め
の
処
遇
改
善
、
専
門
職
に

よ
る
非
常
時
の
体
制
強
化
に
、
国

の
支
援
と
連
携
」
を
と
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。 

 

防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
促
進 

Ｑ
災
害
時
の
避
難
情
報
を
リ
ス
ク

の
高
い
方
な
ど
誰
一
人
残
さ
ず
に

届
け
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め

の
防
災
ラ
ジ
オ
の
普
及
促
進
は
。 

Ａ
「防
災
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
世
帯
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
の
発
送
や
、
出
前
講
座
や
防
災

フ
ェ
ス
タ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
啓
発
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

令
和
６
年
１
月
末
時
点
で
、
約
２

４
，
５
０
０
台
の
販
売
実
績
と
な

っ
て
い
る
。（
裏
に
続
く
） 

Ｑ
豊
田
市
被
災
者
生
活
再
建
支
援

金
支
給
制
度
の
対
象
・
内
容
と
今

後
の
法
改
正
に
よ
る
制
度
の
考
え

方
は
。 

Ａ
「
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
基

づ
く
国
に
よ
る
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
に
、
市
が
支
援
金
を
支

給
す
る
制
度
で
、
対
象
と
な
る
被

害
程
度
や
支
援
金
額
は
国
の
支
援

に
準
拠
し
て
い
る
。 

ま
た
、
市
が
支
援
金
を
支
給
し
た

場
合
に
は
、
市
が
負
担
し
た
金
額

の
２
分
の
１
を
、
愛
知
県
が
補
助

す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。 

現
在
、
支
援
金
の
増
額
に
関
す
る

法
改
正
に
つ
い
て
国
会
に
お
い
て

審
議
が
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
法

改
正
さ
れ
る
際
に
は
、
愛
知
県
と

と
も
に
法
改
正
を
踏
ま
え
た
対
応

協
議
を
進
め
て
い
く
。」 
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◆法律相談は弁護士が 
 ３月は第２土曜日  

午前 10 時～12 時で 
◆生活相談は随時、根本議員が応対 
◆法律相談は要予約。お申し込みは 
日本共産党西三地区委員会まで 

      電話 0564-23-2785 
◆生活相談は根本議員まで 
      電話 0565-34-4772 

党愛知県副委員長 

すやま初美 
 

 

 

 

 

 

衆議院議員 

もとむら伸子 
根本みはる 
豊田市会議員 

場所：豊田市役所東庁舎南側ミニ集会とパレード 
主催：さよなら原発豊田市民行動連絡会 

Ａ
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
は
、
指

定
避
難
所
だ
け
で
な
く
、
安
全
が
確

保
で
き
る
場
合
は
、
在
宅
避
難
や
親

せ
き
、
知
人
宅
へ
の
避
難
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
確
保
し
た
い
方
は
、
車
中

泊
避
難
な
ど
、
状
況
に
応
じ
て
最
適

な
避
難
先
を
選
択
す
る
、
い
わ
ゆ
る

分
散
避
難
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た

、
本
市
に
は
、
１
２
１
か
所
の
指
定

避
難
所
が
あ
り
、
最
寄
り
の
指
定
避

難
所
が
開
設
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
開
設
さ
れ
て
い
る
近
隣
の
利
用

し
や
す
い
指
定
避
難
所
な
ど
へ
避

難
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
。」 

根
本
市
議
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
が

で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。
近
隣
の
避

難
所
に
は
余
裕
が
あ
る
と
も
限
ら

な
い
。
仮
に
利
用
で
き
る
避
難
所
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
安
全
性
の
確
認
・

調
査
を
し
て
、
住
民
に
あ
ら
ゆ
る
方

法
で
知
ら
せ
る
べ
き
」
と
停
電
に
な

っ
て
も
、
防
災
ラ
ジ
オ
は
情
報
を
伝

え
る
の
に
大
変
役
に
立
つ
こ
と
を

強
調
し
ま
し
た
。 

 

液
状
化
対
策 

Ｑ
国
土
交
通
省
は
東
日
本
大
震
災

の
復
興
支
援
事
業
と
、
そ
の
後
の
現

地
調
査
を
踏
ま
え
て
作
成
し
た
「
市

街
地
液
状
化
推
進
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を

示
し
て
い
ま
す
。
国
が
示
す
内
容
に

基
づ
き
、
液
状
化
危
険
度
の
調
査
、

液
状
化
防
止
工
事
等
、
液
状
化
対
策

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
防
災
ラ
ジ

オ
の
購
入
補
助
制
度
の
補
助
期
間

を
廃
止
し
、
１
世
帯
に
１
台
は
常

時
３
，
０
０
０
円
で
販
売
し
、
あ

わ
せ
て
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
高

齢
者
や
１
人
暮
ら
し
世
帯
へ
の
啓

発
を
行
う
な
ど
、
引
き
続
き
、
防

災
ラ
ジ
オ
の
普
及
促
進
に
努
め
て

い
く
。」 

根
本
市
議
は
、
リ
ス
ク
が
高
い
世

帯
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
個
別

リ
ス
ト
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
活

用
で
県
外
の
自
治
体
、
瑞
浪
市
な

ど
で
す
で
に
お
こ
な
っ
て
い
る
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
配
布
、
無
料

で
の
貸
出
し
で
避
難
情
報
が
行
き

届
く
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。 

      

液
状
化
の
危
険
地
域
の
避
難
先 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
豊

田
市
地
震
被
害
予
測
調
査
の
中
で

、
液
状
化
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

上
郷
地
区
の
南
西
部
に
危
険
度
の

高
い
予
測
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
予

測
で
、
指
定
避
難
所
が
開
設
不
能

と
な
る
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

Ｑ
地
震
、
液
状
化
の
危
険
地
域
で
、

指
定
避
難
所
が
開
設
不
能
な
場
合

の
避
難
先
の
考
え
は
。 

の
考
え
は
。 

Ａ
「
液
状
化
の
危
険
が
あ
る
区

域
は
、
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
よ
り
市
民
に
周
知
を
行
っ
て

い
る
。 

国
土
交
通
省
が
定
め
た
「
市
街

地
液
状
化
対
策
推
進
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
は
、
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
か
ら
液
状
化
が
懸
念
さ
れ
る

場
合
に
、
地
区
単
位
で
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
効
率
的
か
つ
効

果
的
と
考
え
ら
れ
る
場
合
の
技

術
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
っ
て
い

る
。 

液
状
化
に
関
す
る
調
査
や
液
状

化
防
止
工
事
な
ど
の
対
策
は
、

原
則
と
し
て
事
業
者
や
土
地
所

有
者
等
の
責
任
に
よ
り
実
施
さ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
官
民
を
問

わ
ず
開
発
行
為
等
の
面
的
整
備

の
際
に
、
個
々
の
状
況
に
応
じ

対
応
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。」 

 

https://www.kensakusystem.jp/toyota-c/cgi-bin2/GetText3.exe?26hbrjvwmal0uehisb/R050613A/75843/10/1//1/%89%74%8F%F3%89%BB/0#hit1

